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2018特集◎なぜ働くのか？総力取材で問う「仕事の本当の意味」
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混迷する時代を生き抜く力を育む
駒澤大学の建学理念

―国際情勢の変化、テクノロジーの進
化などによって、現代のビジネスパーソン
には創造力や対応力、コミュニケーション
力など多彩な能力が求められています。生
き方、働き方が難しくなってきている時代
にもかかわらず、あらゆる産業で駒澤大学
の卒業生が目覚しい活躍をされている理
由をどのように分析されていますか。

学生は、自分の進むべき道を自分の力で
見極め、社会にどう貢献すべきか自発的
に学んでいくことが望ましいのです。その
ためには、時間という概念のとらえ方が非
常に大切になってきます。禅の世界に限
らず、およそ宗教文化的な時間というの
は、動と静の要素の組合せでつくられてい
て、正確無比に刻んでいく時間の観念と
は異なる意味合いを含んでいます。例え
ば、宗教的な修行というのは、日常の時
のなかで己と向き合うわけですが、心の中
はダイナミズムに満ちた壮大な時間を旅し
ている状態になることがある。動と静が絶
妙に絡んで、心の奥に潜んでいる活力を
引き出すのです。こうした体験が精神性を
高めるのです。むろん駒澤大学の学生た
ちの大半は、厳しい修行を実践するわけ
ではありませんが、それでも４２０年以上
の伝統を肌で感じ、独特な雰囲気のなか
で自己形成を目指します。これが駒澤大
学ならではの教育効果を生んでいるのだと
思っています。

スティーブ・ジョブズが経営哲学に
採り入れた、禅の精神、和の心

―駒澤大学では坐禅の実習が教育プロ
グラムに採り入れられています。卒業後は
曹洞宗の僧侶になられる方もいらっしゃい
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超一流は、なぜ日常に「禅=ZEN」を採り入れるのか
KOMAZAWA UNIVERSITY

420年以上にわたって息づいてきた駒澤大学の建学の理念は、グローバル資本主義が行き詰まる現代に
「利他の精神」に基づく新たな可能性を提示し、次世代を切り拓く人材を育んでいる。
学長、長谷部八朗が世界中のエグゼクティブを魅了する、仏教、禅の奥深さを語ってくれた。

長谷部 八朗  駒澤大学学長
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供するために設備投資を行うのは、大学と
して当然の発想です。社会資本としての
能力は、厳しい状況に直面したときに、真
価を発揮します。そして、それを磨き、補
強するもうひとつの力、つまり直感力、共
感力、行動力など、「生きる力」を養うの
が文化資本力です。駒澤大学の場合、「仏
教の教えと禅の精神」という建学の理念
が文化資本力を高める礎です。本学の伝
統や歴史が生み出してきた独自の精神が
時代をとらえる有効な手段として認められ

ているのでしょう。おか
げさまで駒澤大学の取
り組みは、金融、建設、
航空、情報などさまざ
まな産業界から好評で、
本学の高い就職率につ
ながっています。
―駒澤大学のルーツ

  学問は、人と人との

つながりのなかで

生かされてはじめて、

価値を見出せる  

長谷部：私立大学とい
うのは、固有の建学理
念の下で、学生の素質
をいかに伸ばしていく
かを中心に据えて、進
むべき方向性を明確に
しなければなりません。
いかなる時代において
も、社会貢献につながる有意な人材を育
ててこそ、大学はその役割を果たせるのだ
と考えています。駒澤大学では、企業の
求める最新の知識、専門性を学生に提供
したいという思いから、最先端のＩＣＴ設
備を完備した新校舎『種月館』の運用を
今年４月より開始します。人材というのは、
社会資本のいちばんの中核になるものです
から、実用的なスキル、知識を学生に提

である「学林」は、文禄元（1592）年
に曹洞宗が、仏教学、禅の修行、漢学
の振興を目的に設立しました。４２０年以
上の伝統を継承してきたわけですが、文
化資本の背景にある歴史のもつ力をどのよ
うに学生に伝えているのでしょうか。
長谷部：「仏教の教えと禅の精神」にもと
づく本学の教育は、学びと自己形成は表
裏一体であるという考え方に立っています。
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―駒澤大学のもつ文化資本力は世界中
に大きなインパクトを与えています。一例
を挙げると、アップルの創業者、スティー
ブ･ジョブズは禅の教えに共鳴し、彼の
経営哲学に大きな影響を及ぼしたといわ
れています。そのジョブズが師事したのは

SPECIAL TALK    HACHIRO HASEBE

駒澤大学出身の曹洞宗僧侶乙川弘文師で
す。ジョブズの影響もあり、アメリカでは
自分自身の可能性を広げる鍛錬法として
禅が経営者やアスリートの間で驚くほど定
着しています。また、欧米を中心にマイン
ドフルネスという新たな観念が大きな広が

りを見せています。
長谷部：多様な価値観が交錯する現代を
生きていくうえで、欧米ではアカデミック
な部分でも東洋の思想や思考のあり方に
ヒントを求めようとする仮説が出てきてい
ます。マインドフルネスは、いわゆる学術

ますが、このカリキュラムは一
般企業に就職を希望する学生
にも人気があるそうですね。
長谷部：とりわけ静の観念に
禅は深くかかわります。宗教者
としてその道を極めようとする
人は別ですが、一般社会を生
きる人々にとって、モチベーシ
ョンや活力は絶対に必要です。
こうしたダイナミズムというの
は、闇雲に動いている状態で
はとらえきれません。ダイナミ
ズムをとらえるには、目先の欲
望ではなく、自分が本当にやり
たいことを探し当てるのが肝と
なるので、そのためには自身の
心と深く向き合わなければなり
ません。一定の作法に則って
行う坐禅は、心身をそういう
状態に導くのです。学生たち
が率先して坐禅に取り組む理
由のひとつでしょう。
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用語として使う禅とは区別して考えなけれ
ばなりませんが、一般の人が一般の生活
のなかで自分のメンタルを高めようとする、
そういう文脈のなかで禅と関連付けてマイ
ンドフルネスを世の中に啓蒙していくのは
とても有益なことではないでしょうか。現
在体験していることに自分の心を傾注する
メンタルなプロセスがマインドフルネスで
すから、どんな領域にも応用できます。そ

の意味で禅の歴史、伝統をベースにして、
そこから派生的に生み出された観念といえ
るでしょう。駒澤大学では今後、文部科
学省の「私立大学研究ブランディング事
業」に採択された「『禅と心』研究の学
際的国際的拠点づくりとブランド化事業」
を世界に向けて発信していきます。曹洞
宗、臨済宗などの協力を得て、現代を生
きる人々のメンタルにもっとフォーカスを当

てていこうという取り組みで、いわゆる「Ｚ
ＥＮ」の可能性を広げていく役割を担う事
業です。伝統に改善、改革を加えてそれ
を刷新していくという考え方は、伝統の否
定でもなければ、歴史の塗り替えでもあり
ません。伝統を保持しながら、新たな可
能性につなげていくことが大事なのです。
―仏教はインドから中国に伝わり、日本
に伝来されてきたときにはすごく精緻化さ
れたように思います。「茶道」や「華道」
など余計なものを削ぎ落とす日本の文化と、
仏教の教えとは無縁ではありません。ジョ
ブズが日本の禅に共鳴したのは、そういう
部分を感じたからではないでしょうか。
長谷部：神学の世界では、歴史のなかで
変容したものを、正道に対して邪道、正
統に対して異端として位置づける見方があ
ります。しかし、現実の世界では変容しな
い文化など存在しません。仏教は長い歴
史のなかでアジアから世界へと広がったわ
けですが、さまざまな国の文化、文明をく
ぐり抜けて、それぞれの人間生活にとって
不可欠な存在となったのです。見方を変
えれば、むしろ、変容して当然だと言える
わけです。中国的な変わり方、日本的な
変わり方、そのどちらが正しいかを議論す
ることに生産的な意味があるとは思えませ
ん。それぞれの国の文化に柔軟に対応し

はせべ・はちろう◎1950年生まれ。埼玉県出身。74年慶應義塾大学商学部卒業。82年駒澤大学大学院人文科学研究科
社会学専攻博士後期課程満期退学。96年同大学仏教学部助教授。2002年同教授。17年学長就任。日本宗教学会常務
理事・評議員、日本山岳修験学会副会長。

駒澤大学の就職力

97.4%

5.16

（2017年3月31日現在）
就職決定率

求人企業数

求人倍率

（2017年3月31日現在）

（出典：リクルートワークス研究所
2017年3月卒業生対象） 

14,726社

駒澤大学では、一人ひとりの学生に
向けてきめ細かな就職支援を実施し
ている。業界研究講座をはじめ、各
種資格試験、公務員などの対策講
座は300にも及ぶ。建学の理念で育
まれた人間力と手厚い支援体制によ
って高い就職率を実現している。

倍
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かけになったと感謝されることも多いので
す。地域の方 か々ら多くの支援をいただい
ているのですから、大学としてこれほど幸
せなことはありません。
―文部科学省は盛んにグローバル化と
いうものを強調しています。一方で地方創
生の問題もあり、文科省の大学への課題
の示し方は複雑になってきています。
長谷部：駒澤大学は、現在、世界の16
大学と協定を結び、国際感覚豊かな人材

SPECIAL TALK    HACHIRO HASEBE

てきたからこそ、仏教は魅力的なのではな
いでしょうか。つまり、ジョブズのように日
本の仏教に関心をもつ海外の人が、それ
を通して日本固有の文化にも興味を抱い
てくれるという現象が素晴らしいのです。

仏教、禅の教えを通して、
日本の心を世界に発信する

―駒澤大学は、日本の文化、伝統に共
感を抱く海外の学生から、留学先としても
たいへんな人気を誇ります。また、地域の
人々も彼らを歓迎し、積極的に支援され
ているようですね。
長谷部：駒澤大学を留学先に選んでくれ
る学生は、専攻が社会科学系だとしても、
本学が日本の精神文化を支える重要な伝
統を継承しているという視点をもって入学
してきます。日本の文化、和の心などを
含めて総合的に学びたいという思いが伝わ
ってくるのです。その前提として、日本社
会の構造そのものを魅力的なものととらえ
てくれています。特筆すべきなのは、その
ことを駒澤大学が所在する世田谷区の人
が々よくご存知だということです。これまで
も留学生のホームステイ先として地域の方
々には多大な協力をいただいておりますが、
一方で地域の方々からも留学生から語学
を学べるとか、他国の文化を知るよいきっ

  一流の人たちは、

日常にはない特別な体験

をしているからこそ、

謙虚な姿勢を崩さない  

の育成に力を注いでい
ます。一方で、私はグ
ローバル化とローカル
化を異なるベクトルとし
て見るのではなく、両
方を融合させる考え方
がとても大事ではない
かと思っています。昨
今の言葉でいえばグローカル化ということ
になるのでしょうが、前述したように、駒
澤大学と周辺地域が一緒になって、グロ
ーバルとローカルを結び付けていく考え方
もあると思っていますし、また、私たちの
もち味を出すには、宗教文化を中核に据
えたアジアとの交流を拡大していくことが
大切だと思っています。地域社会との協
力、アジアとの協力、こうした枠組みのな
かで、日本の精神文化の歴史と伝統を含

め、多様性に富んだ仏教の魅力を世界中
のあらゆるエリアに広げていくことを大きな
目標としています。
―禅の精神性が世界に広まっていくな
かで、禅の言葉もクローズアップされ始め
ています。これからの社会を牽引していく
若者にひとつ言葉を送るとしたら、どんな
言葉を選びますか。
長谷部：禅宗の言葉に「百尺竿頭一歩を
進む」というものがあります。長く険しい

2018年4月から運用が開始される開校130周年記念棟。
最先端のICT設備が整う都市型キャンパス。

種月館
禅の文化と歴史をテーマとした博物館。一般公開されてい
る。東京都選定歴史的建造物。

禅文化歴史博物館
禅学の研究施設「禅研究館」の4階に併設。140人が同
時に坐禅を行うことができる。

坐禅堂 

道のりを経て、目的地
にやっとの思いでたどり
着いた。ふつうはそこ
がゴールと考えますよ
ね。しかしそこで満足
せず、さらに先に進もう
というのが「百尺竿頭」
の教えです。どんなに

成功してもそこで満足してはいけない、悟
った気持ちになってはいけない、生きてい
る間にゴールはないという意味を含んでい
ます。禅語には、シュールな言葉のなか
に深い示唆が内包されています。独自の
世界観のなかで、現実を再解釈する面白
さがあるのです。「百尺竿頭」の言葉には、
ものごとをやり遂げる力、くじけない心を
育てるためのヒントが隠されているといえま
しょう。
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